
爺ヶ岳南尾根から鹿島槍ヶ岳 

メンバー：Lやまたくお、高木 Y（記） 

 

出発前日にメンバーの高木 Aが仕事で休めず脱退。 

出発当日の昼にリーダー和利さんが負傷（？）にてまさかの脱退・・・ 

やまたくおさんと連絡を取り合ったのが出発予定３時間半前である。 

他のパーティーに合流する案もあったが２人で予定通り鹿島槍を目指す事にした。 

共同装備などバタバタと変更しとりあえず色々突っ込んでの出発である。 

扇沢で仮眠をしようと思っていたが眠気に負けて手前の道の駅で仮眠を取る。 

朝起きるとすぐ後ろに柴田さんパーティーと世田さんパーティーが仮眠していて驚いた。 

挨拶をかわし、お互いの健闘を祈り（私たちの境遇を心配された、という感じではあるが）扇沢に向

かう。 

 

５月３日（土）晴れのち雨（アラレ？）のち晴れ 

出発の時点でグッタリだが目標は冷池山荘、無理なら JPまでとし出発する。 

しかし３日目の天候を考えると冷池まで行きたい。 

登山口で県警の方に「昼から天候が下り坂で、今年は雪が少なく切れている箇所も多いので気をつけ

るように」と言われる。 

 

柏原新道から南尾根への入り口。分かりやすい看板がありがたい。 

冷池山荘が GWは営業しているので登山者も多く、トレースも明瞭で拍子抜けするほどである。 



 

南尾根は雪があったりなかったり。倒木や木の根っこが多くて歩きにくい。 

 
樹林帯を抜けると JPに向けての直登。思ったよりは歩きやすく高度を稼ぐ。 

 
JP に到着。リーダーやまたくおさんの体調が良くないようだ。（この山行大丈夫か？とかなり不安に



なる・・・）今日は JPで終わりにしようかと提案するも却下され冷池を目指すことにする。 

 
爺ヶ岳南峰へは尾根の左側の雪のないガレ場歩きである。 

 
南峰から冷池までは夏道通りにドラバースしていく。 

天候も怪しくなってきたので中峰はパス。 

 



 
ガスが出てきて雨なのかアラレなのか吹付けてきて風も強くて顔が痛い。 

前を歩くリーダーが見えなくなる・・・ 

今回の山行はメンバー的に楽が出来ると思っていたのに、天気は悪いし景色はないしテントが入った

ザックは重いし・・・ブツブツ文句を言いながらトボトボ歩く。 

当初１０時間はかかるかと思っていたが雪がなく歩きやすい箇所も多かったので７時間半程度で冷池

山荘に到着。 

 
隣のテントは「風の谷」の講習の方々でした。（私は存じ上げず失礼しました。有名な方だと後から知

りました） 



 
１７時頃には天候も回復し夕日がきれいだ。 

元々山では食欲がない２人なので夕飯を譲り合い（押し付け合い？）美味しく頂き、なぜか食後に気

分が悪くなった私はとにかく横になりたくて１８時にはシュラフに入る。 

しかし寒気もしてほとんど眠れず、強風でテントが煽られながら長い夜を過ごす。 

 

＜タイム＞ 

扇沢(6:45)—南尾根分岐(7:44)—JP(11:05)—(12:35)爺ヶ岳南峰−冷乗越(14:09)—(14:25)冷池山荘 

 

５月４日（日）晴れ 

 
朝から快晴。テン場からこれから向かう鹿島槍ヶ岳がきれい。 



 
布引山までは雪がないガレ場歩き。 

 
鹿島槍の登りは雪もしまっていてアイゼンなしで問題ない。 

 
思ったよりあっさり登頂！ 



 
五竜岳〜白馬岳 

 
槍ヶ岳、表銀座もクッキリ 

 
剣岳〜立山 



絶景を堪能し、大満足でテン場まで下山。 

当初の計画では冷池でもう一泊し、翌日ゆっくり下山の予定であった。 

しかし翌日の天候が荒れる予報であり、その時間帯も早まっているようだ。 

とにかく JPまでは下ろうということになりテントを撤収する。 

ダラダラとしたトラバース道を戻り爺ヶ岳南峰に到着。 

時間的には少し遅くなるかもしれないがまだ歩けるので扇沢まで下りてしまう事にする。 

（正直、濡れたテントを出すのがもう面倒だった） 

しかしここからが長かった・・・南尾根、ダルい・・・ダルすぎる・・・ 

雪は緩んでいて歩きづらいし、ドロドロぐちゃぐちゃで絶対に転びたくない。 

凍結部分もありアイゼンを履くと雪がなくなり木の根っこや倒木が出てきてアイゼンをはずす。 

これを何度繰り返した事か。 

いい加減飽き飽きして愚痴が出てきたころにようやく柏原新道に合流し、無事に下山する。 

あぁ、長かった。 

 

＜タイム＞ 

冷池山荘(6:40)—(7:43)布引山—(8:34)鹿島槍ヶ岳南峰(8:49)—(10:15)冷池山荘(11:29)—爺ヶ岳南峰

(13:25)—JP−南尾根分岐(17:32)—(18:00)登山口 P 

 

 

予想外の事が沢山あり、事前準備もままならず経験不足の私にはとてもいい経験となりました。 

リーダーやまたくおさんには色々とご迷惑をおかけした事と思います。 

ありがとうございました。 


